

































































































































































































因　子 影響なし 改　善 悪　化
安　静 26 2 57
皮膚乾燥 46 1 42
加　温 57 4 35
発　汗 47 1 33
ストレス 71 2 19
活　動 23 57 5
睡　眠 46 46 0
熱いシャワー 33 44 8
冷たいシャワー 32 39 2
寒　冷 60 28 5
腎臓食ワンポイント
エネルギー不足にならないようにしましょう。エネルギーが不足すると体のたんぱく質がこわされ
老廃物が多く生成されてしまいます。たんぱく質を適量に抑えて、エネルギーを十分とるためには、
油や砂糖を上手に利用することが大切です。
〈ポイント〉
①ピラフやチャーハンなど主食を油でいためます。
②マヨネーズ、ドレッシング、胡麻油を利用しましょう。
③油で込めてから煮物にします。
④天ぷら、フライなど油で揚げたメニューを1日1回加えましょう。（一度揚げたものを、南蛮漬け
　やマリネなどにするとサッパリと食べられます。）
⑤おやっとしては、ゼリー類、シャーベッド、あめがおすすめです。（アイスクリームやショートケ
　ーキは意外とたんぱく質が多く含まれています。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養科主任　相内昭子
5
